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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】塗布などによる非常に簡便な工程によって光学表示装置表面または鏡面仕上げが
施された物品の耐指紋性を向上させることができる、耐指紋性光硬化性組成物を提供する
こと。
【解決手段】両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有する、ポリ
エーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）、光重合性多官能化合物（Ｂ）、
および光重合開始剤（Ｃ）、を含み、該－ＮＨ－ＣＯ－Ｏ－Ｘ－Ｏなるポリエーテル骨格
含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）の水トレランスが６．０ｍｌ以下であり、溶解
性パラメータが１２以下である、耐指紋性光硬化性組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有する、ポリエーテル骨
格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）、
光重合性多官能化合物（Ｂ）、および
光重合開始剤（Ｃ）、
を含み、
　該ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）は、下記式（１）：
【化１】

［式中、Ｘは、ポリエーテル骨格を有するポリオール化合物の両末端の水酸基を除いた残
基を示す。］
で示される構造を有し、および
　該ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）の水トレランスが６．０
ｍｌ以下であり、溶解性パラメータが１２以下である、
耐指紋性光硬化性組成物。
【請求項２】
　さらに、ポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｄ）を含む、請求項
１記載の耐指紋性光硬化性組成物。
【請求項３】
　前記ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）は、ポリエーテル骨格
を有するポリオール化合物（ａ）、ポリイソシアネート（ｂ）および水酸基含有（メタ）
アクリレートモノマー（ｃ）を反応させることによって調製された、ポリエーテル骨格含
有ウレタン（メタ）アクリレートである、請求項１または２記載の耐指紋性光硬化性組成
物。
【請求項４】
　ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）０．５～４０重量％、
光重合性多官能化合物（Ｂ）３０～９９．５重量％、
ポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｄ）０～３０重量％、
（但し、上記成分（Ａ）、（Ｂ）および（Ｄ）の総重量が１００重量％となることを条件
とする）、および
光重合開始剤（Ｃ）を、成分（Ａ）、（Ｂ）および（Ｄ）の総重量１００重量部に対して
０．１～２０重量部、
を含む、請求項１～３いずれかに記載の耐指紋性光硬化性組成物。
【請求項５】
　透明基材およびコーティング層を有する耐指紋性フィルムであって、該コーティング層
が請求項１～４いずれかに記載の耐指紋性光硬化性組成物によって形成されるコーティン
グ層である、耐指紋性フィルム。
【請求項６】
　請求項１～４いずれかに記載の耐指紋性光硬化性組成物によって形成される耐指紋性コ
ーティング層が設けられた塗装物。
【請求項７】
　前記塗装物が、タッチパネルディスプレイ、液晶表示ディスプレイ、発光ダイオードデ
ィスプレイ、エレクトロルミネセンスディスプレイ、蛍光ディスプレイ、プラズマディス
プレイパネルまたは鏡面仕上げが施された物品である、請求項６記載の塗装物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、透明性および耐指紋性に優れた耐指紋性コーティング層を付与することがで
きる耐指紋性光硬化性組成物、およびこの耐指紋性光硬化性組成物から形成される耐指紋
性コーティング層が設けられた耐指紋性フィルムおよび塗装物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（液晶ディスプレイ）は、近年、コンピュータ、ワードプロセッサ、テレ
ビジョン、携帯電話、携帯情報端末機器、携帯型ゲーム機などといった様々な分野で使用
されている。また、画面上の表示を押さえることによって機器を操作する機構を有する、
いわゆるタッチパネルディスプレイが急速に普及している。このようなタッチパネルディ
スプレイは、例えば、銀行ＡＴＭ、自動販売機、携帯情報端末(PDA)、複写機、ファクシ
ミリ、ゲーム機、博物館およびデパートなどの施設に設置される案内表示装置、カーナビ
ゲーション、マルチメディアステーション（コンビニエンスストアに設置される多機能端
末機）、携帯電話、鉄道車両のモニタ装置などにおいて広く用いられている。
【０００３】
　このような、液晶表示装置、タッチパネルディスプレイなどの光学表示装置については
、これらの光学表示装置の表面上に指紋跡がつかない、または指紋跡がついたとしても簡
単に拭き取ることができるという、いわゆる耐指紋性が求められている。これらの光学表
示装置についてはさらに、使用による擦傷跡が残らないという、耐擦傷性も求められてい
る。特にタッチパネルディスプレイにおいては、ディスプレイ表面に指を触れることによ
って操作されるため、その表面に皮脂などの脂質成分による指紋跡が多く付着し、そして
この指紋跡の付着が機器端末の視認性および操作性を妨げるという問題がある。
【０００４】
　さらに近年においては、ディスプレイ表面以外においても、耐指紋性の向上が求められ
ている。例えば携帯電話などにおいては、意匠性およびデザイン性の向上の観点から、金
属メッキ加工によるまたは金属メッキ加工がなされたような塗装による鏡面仕上げが施さ
れたものが好まれる傾向にある。さらに家庭用電気製品、家具、室内調度品または化粧品
のケースなどにおいてもまた、意匠性およびデザイン性の向上の観点から、金属メッキ加
工によるまたは金属メッキ加工がなされたような塗装による鏡面仕上げが施されたものが
好まれる傾向にある。これらの物品はデザイン性が高い一方で、指紋跡の付着が非常に目
立つという欠点がある。そのためこれらの鏡面仕上げが施された物品においてもまた、耐
指紋性の向上が求められている。
【０００５】
　光学表示装置表面または鏡面仕上げが施された物品において、耐指紋性などの防汚性を
向上させる方法として、シリコンオイルやフッ素ポリマーを塗布することにより、表面の
防汚性（撥水・撥油性）を向上させる方法が提案されている。しかしながらこの方法は、
防汚剤を表面に塗布するのみであるため、防汚剤がすぐにとれてしまい防汚性の効果が長
続きしない、つまり防汚耐久性に劣る、という欠点がある。一方で、これらのシリコンオ
イルやフッ素ポリマーなどの添加剤を含むコーティング組成物を用いてコーティング層を
設けることにより、耐指紋性などの防汚性を向上させる方法もある。しかしながら、これ
らの添加剤は一般にソフトブロックといわれるものであり、樹脂に可撓性を付与するとい
う性質も併せて有している。そしてこれらを添加することによってコーティング層の表面
硬度などの機械的強度が低下してしまうという欠点がある。
【０００６】
　特開２００４－２３０５６２号公報（特許文献１）には、透明基材フィルムの少なくと
も片面に、電離放射線感応型樹脂組成物の硬化物からなり、かつ表面の水の接触角が７０
°以下になるようにアルカリ性水溶液で表面処理されてなるハードコート層を設けたこと
を特徴とするハードコートフィルムが記載されている（請求項１）。このハードコートフ
ィルムは、塗布した組成物を紫外線照射などにより一旦硬化させ、その後アルカリ性水溶
液を用いて表面の水の接触角が７０°以下になるようにアルカリ性水溶液で表面処理する
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方法が採用されているが、水の接触角が７０°以下になるようにするためには高度な工程
管理や多くの試行錯誤が要求されるため、工程が増えており煩雑である。また発生する多
量のアルカリ廃液の処理コストなどの問題も含んでおり、工業化する上でいくつかの問題
点を含んでいた。
【０００７】
　特開２００６－４３９１９号公報（特許文献２）には、平均表面粗さＲａが０．１μｍ
以下の剥離フィルム上に形成されたエネルギー線硬化性ハードコート組成物層に基材フィ
ルムを貼り合わせ、加熱後、エネルギー線を照射することによって前記エネルギー線硬化
性ハードコート組成物層を硬化させて前記基材フィルムにハードコート層を密着形成する
ことを特徴とするハードコートフィルムの製造方法が記載されている（請求項１）。この
ハードコートフィルムは、平滑な表面を有する基材フィルムを用いることによって指紋拭
き取り性の向上を図っている。またこのハードコートフィルムは、ハードコート層を剥離
フィルムおよび基材フィルムの間に挟まれた状態で設けることを特徴としている。従って
この製造方法もまた、ハードコート層を挟まれた状態にするための調製工程が必要であり
、その製造工程が煩雑である。又特許文献２は指紋の拭き取り性の向上を考慮したもので
あり、本願とは技術的背景が異なる。
【０００８】
　特開２００７－３４０２７号公報（特許文献３）には、凹凸表面を有するディスプレイ
用表面材が記載されている（請求項１）。このディスプレイ用表面材は、微細な凹凸を有
するため、ディスプレイ用表面材の表面に付着した指紋を形成する生体由来脂質成分が微
細に形成された凹凸の凹部に速やかに入り込む結果、指紋が視認され難くなる、と記載さ
れている（［００１０］段落など）。そしてこの表面剤の凹凸表面は、アルミナゾル液を
塗布し、次いで温水に浸漬することにより形成されている（請求項２）。つまり、特許文
献３が開示する方法によれば、別の役割を持ったいくつもの層をフィルム上に形成させる
必要がある。そのように形成した表面材もまた、浸漬などといった後処理工程が必要であ
り、その製造工程が煩雑であり、工業化する上でいくつかの問題点を含んでいた。
【０００９】
【特許文献１】特開２００４－２３０５６２号公報
【特許文献２】特開２００６－４３９１９号公報
【特許文献３】特開２００７－３４０２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は上記従来の問題を解決するものであり、その目的とするところは、塗布などに
よる非常に簡便な工程によって光学表示装置表面または鏡面仕上げが施された物品の耐指
紋性を向上させることができる、耐指紋性光硬化性組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、
両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有する、ポリエーテル骨格
含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）、
光重合性多官能化合物（Ｂ）、および
光重合開始剤（Ｃ）、
を含み、
　このポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）は、下記式（１）：
【化１】
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［式中、Ｘは、ポリエーテル骨格を有するポリオール化合物の両末端の水酸基を除いた残
基を示す。］
で示される構造を有し、および
　このポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）の水トレランスが６．
０ｍｌ以下であり、溶解性パラメータが１２以下である、
耐指紋性光硬化性組成物、を提供するものであり、これにより上記目的が達成される。
【００１２】
　上記耐指紋性光硬化性組成物はさらに、ポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アク
リレート（Ｄ）を含んでもよい。
【００１３】
　また、上記ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）は、ポリエーテ
ル骨格を有するポリオール化合物（ａ）、ポリイソシアネート（ｂ）および水酸基含有（
メタ）アクリレートモノマー（ｃ）を反応させることによって調製された、ポリエーテル
骨格含有ウレタン（メタ）アクリレートであるのが好ましい。
【００１４】
　上記耐指紋性光硬化性組成物は、
ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）０．５～４０重量％、
光重合性多官能化合物（Ｂ）３０～９９．５重量％、
ポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｄ）０～３０重量％、
（但し、上記成分（Ａ）、（Ｂ）および（Ｄ）の総重量が１００重量％となることを条件
とする）、および
光重合開始剤（Ｃ）を、成分（Ａ）、（Ｂ）および（Ｄ）の総重量１００重量部に対して
０．１～２０重量部、
を含むのが好ましい。
【００１５】
　本発明はさらに、透明基材およびコーティング層を有する耐指紋性フィルムであって、
このコーティング層が上記耐指紋性光硬化性組成物によって形成されるコーティング層で
ある、耐指紋性フィルム、も提供する。
【００１６】
　本発明はさらに、上記耐指紋性光硬化性組成物によって形成される耐指紋性コーティン
グ層が設けられた塗装物も提供する。
【００１７】
　上記塗装物は、タッチパネルディスプレイ、液晶表示ディスプレイ、発光ダイオードデ
ィスプレイ、エレクトロルミネセンスディスプレイ、蛍光ディスプレイ、プラズマディス
プレイパネルまたは鏡面仕上げが施された物品であるのが好ましい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物を用いることによって、光学表示装置表面または鏡面
仕上げが施された物品などに、優れた耐指紋性を有するコーティング層を、より簡便に設
けることができる。本発明の耐指紋性光硬化性組成物により得られるコーティング層は、
透明性にも優れており、光学表示装置表面または鏡面仕上げが施された物品の表面などに
おける使用に非常に適している。本発明の耐指紋性光硬化性組成物により得られるコーテ
ィング層は、さらに、優れた耐擦傷性および表面の膜硬度を有する。本発明の耐指紋性光
硬化性組成物により得られるコーティング層は、単層であっても、優れた耐指紋性、そし
て高い耐擦傷性および表面の膜硬度を有している。さらに本発明の耐指紋性光硬化性組成
物は光硬化性であるため、このような優れた性能を有するコーティング層を、光学表示装
置表面または鏡面仕上げが施された物品の上に、より簡便に形成できるという利点がある
。そのため本発明の耐指紋性光硬化性組成物を用いることによって、生産効率および製造
コストに優れたコーティング層およびこのコーティング層を有する耐指紋性フィルムを形
成することができる。さらにこのコーティング層は、耐指紋性を長期間維持させることが
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でき、耐指紋性耐久性にも優れているという利点を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物は、
両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有する、ポリエーテル骨格
含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）、
光重合性多官能化合物（Ｂ）、および
光重合開始剤（Ｃ）、
を含む。本発明の耐指紋性光硬化性組成物はさらに、ポリエーテル樹脂またはポリエーテ
ル（メタ）アクリレート（Ｄ）を含んでもよい。
【００２０】
ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物に含まれるポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）ア
クリレート（Ａ）は、
（ｉ）分子の両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有すること、
（ii）下記式（１）：
【００２１】
【化２】

［式中、Ｘは、ポリエーテル骨格を有するポリオール化合物の両末端の水酸基を除いた残
基を示す。］
で示される構造を有すること、および
（iii）水トレランスが６．０ｍｌ以下であり、溶解性パラメータが１２以下であること
、
を条件とする、ウレタン（メタ）アクリレートである。
【００２２】
　本発明において、成分（Ａ）が、上記式（１）で示される、ウレタン結合を介したポリ
エーテル構造を有することによって、優れた耐指紋性が得られることとなる。また成分（
Ａ）が、両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有することによっ
て、良好な耐擦傷性が得られることとなる。
【００２３】
　なお成分（Ａ）のウレタン（メタ）アクリレートは、分枝構造を有していてもよい。そ
してこの場合において「両末端」とは、分子鎖が最長となる状態における両方の末端を意
味する。そしてこのような分枝構造を有する場合は、分枝鎖の末端においても少なくとも
１つの（メタ）アクリレート基を有してもよい。
【００２４】
　上記式（１）で示される構造を有する、両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）ア
クリレート基を有するポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）として
、例えば、ポリエーテル骨格を有するポリオール化合物（ａ）とポリイソシアネート（ｂ
）と水酸基含有（メタ）アクリレートモノマー（ｃ）との反応物が挙げられる。
【００２５】
　ポリエーテル骨格を有するポリオール化合物（ａ）としては、例えば、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、テトラエチレングリコール、ポリエチレングリコール
、ジプロピレングリコール、ポリプロピレングリコール、ジブチレングリコール、ポリブ
チレングリコール、１，６－ヘキサンジオール、ビスフェノールＡポリエトキシジオール
、ポリカプロラクトン、および、ポリエチレンオキサイド、ポリプロピレンオキサイド、
エチレンオキサイド／プロピレンオキサイドのブロックまたはランダム共重合の少なくと
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も１種の構造を有する、ポリエーテルポリオール；トリメチロールエタン、トリメチロー
ルプロパン、ポリトリメチロールプロパン、ペンタエリスリトール、ポリペンタエリスリ
トール、ソルビトール、マンニトール、グリセリン、ポリグリセリン、ポリテトラメチレ
ングリコールなどの多価アルコールをポリエーテル変性した、ポリエーテル骨格を含む多
価アルコール；上記ポリエーテルポリオールと無水マレイン酸、マレイン酸、フマール酸
、無水イタコン酸、イタコン酸、アジピン酸、イソフタル酸などの多塩基酸との縮合物で
あるポリエステルポリオール；ポリエーテルポリオールをカプロラクトン変性したカプロ
ラクトン変性ポリオール；などが挙げられる。
【００２６】
　ポリイソシアネート（ｂ）としては、例えば、芳香族系、脂肪族系、脂環式系などのポ
リイソシアネートが挙げられ、中でもトリレンジイソシアネート、ジフェニルメタンジイ
ソシアネート、水添化ジフェニルメタンジイソシアネート、ポリフェニルメタンポリイソ
シアネート、変性ジフェニルメタンジイソシアネート、水添化キシリレンジイソシアネー
ト、キシリレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、トリメチルヘキサ
メチレンジイソシアネート、テトラメチルキシリレンジイソシアネート、イソホロンジイ
ソシアネート、ノルボルネンジイソシアネート、１，３－ビス（イソシアナトメチル）シ
クロヘキサン、フェニレンジイソシアネート、リジンジイソシアネート、リジントリイソ
シアネート、ナフタレンジイソシアネートなどのポリイソシアネート或いはこれらポリイ
ソシアネートの三量体化合物、ビューレット型ポリイソシアネート、水分散型ポリイソシ
アネート、またはこれらポリイソシアネートとポリオールの反応生成物などを挙げること
ができる。
【００２７】
　水酸基含有（メタ）アクリレートモノマー（ｃ）は、（メタ）アクリレート基を１つ有
する単官能モノマーであってもよく、（メタ）アクリレート基を２またはそれ以上有する
多官能モノマーであってもよい。単官能モノマーとして、例えば、２－ヒドロキシエチル
（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ
ブチル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロ
キシエチルアクリロイルホスフェート、２－（メタ）アクリロイロキシエチル－２－ヒド
ロキシプロピルフタレート、カプロラクトン変性２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレ
ートなどを挙げることができる。多官能モノマーとして、例えば、２－ヒドロキシ－３－
（メタ）アクリロイロキシプロピル（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（
メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、カプロラク
トン変性ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性ペン
タエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、エチレンオキサイド変性ジペンタエリスリ
トールペンタ（メタ）アクリレート、エチレンオキサイド変性ペンタエリスリトールトリ
（メタ）アクリレートなどを挙げることができる。
【００２８】
　両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有する、ポリエーテル骨
格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）は、ポリエーテル骨格を有するポリオール化
合物（ａ）、ポリイソシアネート（ｂ）および水酸基含有（メタ）アクリレートモノマー
（ｃ）を反応させることによって調製することができる。この調製において、例えばポリ
エーテル骨格を有するポリオール化合物（ａ）、ポリイソシアネート（ｂ）および水酸基
含有（メタ）アクリレートモノマー（ｃ）を一度に反応させてもよく、あるいは、例えば
ポリエーテル骨格を有するポリオール化合物（ａ）とポリイソシアネート（ｂ）とを反応
させた後、水酸基含有（メタ）アクリレートモノマー（ｃ）を反応させてもよい。
【００２９】
　ポリエーテル骨格を有するポリオール化合物（ａ）とポリイソシアネート（ｂ）との反
応は、ポリオール化合物（ａ）の水酸基１当量に対して、ポリイソシアネート（ｂ）のイ
ソシアネート基１．１～２．５当量を反応させるのが好ましく、１．３～２．０当量を反
応させるのが特に好ましい。反応温度は、７０～１００℃が好ましく、反応時間は、１～
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２０時間程度が好ましい。このポリオール化合物（ａ）とポリイソシアネート（ｂ）との
反応においては、ブチルチンジラウレートのような金属系触媒または１，８－ジアザビシ
クロ［５．４．０］ウンデセン－７のようなアミン系触媒などを用いて、反応を促進させ
るのがより好ましい。
【００３０】
　ポリエーテル骨格を有するポリオール化合物（ａ）、ポリイソシアネート（ｂ）および
水酸基含有（メタ）アクリレートモノマー（ｃ）を一度に反応させる場合においては、水
酸基含有（メタ）アクリレートモノマー（ｃ）の量は、ポリイソシアネート（ｂ）１当量
に対して１．０～１．５当量を用いるのが好ましく、１．０～１．３当量用いるのがより
好ましい。反応温度は、６０～１００℃が好ましく、反応時間は、１～２０時間であるの
が好ましい。
【００３１】
　また、ポリエーテル骨格を有するポリオール化合物（ａ）とポリイソシアネート（ｂ）
とを反応させた後、水酸基含有（メタ）アクリレートモノマー（ｃ）を反応させる場合に
おいては、ポリオール化合物（ａ）およびポリイソシアネート（ｂ）の反応物のイソシア
ネート基１当量に対して、水酸基含有（メタ）アクリレートモノマー（ｃ）の水酸基０．
９５～１．５当量を反応させるのが好ましく、１．０～１．１当量を反応させるのが特に
好ましい。反応温度は、６０～１００℃が好ましく、反応時間は、１～２０時間であるの
が好ましい。
【００３２】
　両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有する、ポリエーテル骨
格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）は、重量平均分子量が３０００～５００００
であるのがより好ましい。ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）の
重量平均分子量が３０００より小さい時は、ポリエーテル骨格を有するポリオール化合物
（ａ）の分子量が低下してウレタン基含有率が相対的に高くなるために製造時の粘度上昇
による生産性低下の恐れがある。一方、５００００を超えると、得られる耐指紋性光硬化
性組成物の粘度が高まることによる耐指紋性光硬化性組成物の生産性の低下や、アクリレ
ート基含有率が相対的に低下するために最終的に得られるコーティング層の機械的強度の
低下の恐れがあり好ましくない。なおここでいう平均分子量は、重量平均分子量であり、
ポリスチレンを標準として用いて、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）
の測定結果から算出することができる。
【００３３】
　本発明においては、ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）として
、水トレランスが６．０ｍｌ以下であり、溶解性パラメータが１２以下であるものが用い
られる。成分（Ａ）の水トレランスが６．０ｍｌ以下であり、溶解性パラメータが１２以
下であることによって、良好な耐指紋性が得られることとなる。
【００３４】
　水トレランスとは親水性の度合を評価するものであり、その値が高いほど親水性が高い
ことを意味する。上記水トレランスの測定方法は、２３℃の条件下で、１００ｍｌビーカ
ー内に上記ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）０．５ｇをテトラ
ヒドロフラン１０ｍｌに混合して分散させ、この混合物にビュレットを用い、イオン交換
水を徐々に加え、この混合物が白濁を生じるまでに要するイオン交換水の量（ｍｌ）を測
定する。このイオン交換水の量（ｍｌ）を水トレランスと定義する。
【００３５】
　溶解性パラメータ（ｓｏｌｕｂｉｌｉｔｙ ｐａｒａｍｅｔｅｒ、ＳＰ値と略記するこ
ともある。）とは、溶解性の尺度となるものである。ＳＰ値は数値が大きいほど極性が高
く、数値が小さいほど極性が低いことを示す。なお成分（Ａ）が２種以上の混合物である
場合のＳＰ値は、各成分の溶解性パラメータの加重平均値をＳＰ値とする。
【００３６】
　ＳＰ値は次の方法によって実測することができる［参考文献：ＳＵＨ、ＣＬＡＲＫＥ、
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Ｊ．Ｐ．Ｓ．Ａ－１、５、１６７１～１６８１（１９６７）］。
【００３７】
測定温度：２０℃
サンプル：樹脂０．５ｇを１００ｍｌビーカーに秤量し、良溶媒１０ｍｌをホールピペッ
トを用いて加え、マグネティックスターラーにより溶解する。
溶媒：
良溶媒…ジオキサン、アセトンなど
貧溶媒…ｎ－ヘキサン、イオン交換水など
濁点測定：５０ｍｌビュレットを用いて貧溶媒を滴下し、濁りが生じた点を滴下量とする
。
【００３８】
　成分（Ａ）のＳＰ値δは次式によって与えられる。
【００３９】
【数１】

【数２】

【数３】

【００４０】
Ｖi：溶媒の分子容（ｍｌ／ｍｏｌ）
φi：濁点における各溶媒の体積分率
δi：溶媒のＳＰ値
ｍｌ：低ＳＰ貧溶媒混合系
ｍｈ：高ＳＰ貧溶媒混合系
【００４１】
　成分（Ａ）の水トレランスが６．０ｍｌ以下であり、溶解性パラメータが１２以下であ
ることによって、良好な耐指紋性が得られることとなる理由は、理論に拘束されるもので
はないが以下のように考えられる。成分（Ａ）はウレタン基を有しているため、分子内に
局部的に極性が高い部分構造を持つ。一方、成分（Ａ）は、水トレランスが６．０ｍｌ以
下であることによって、分子全体としては、極性が低い化合物であるということとなる。
ここで、指紋跡を構成する脂質成分は長鎖脂肪酸であるとされており、長鎖脂肪酸はアル
キル基による極性が低い部分と極性が高いカルボキシル基から構成される。耐指紋性を向
上させるには指紋跡を構成する脂質成分へのなじみ性を高くしてやればよいと考えられ、
このことから上記のように分子内に局部的に極性が高い部位（ウレタン基）と分子全体と
して極性が低い性質を有する成分（Ａ）を用いることで、良好な耐指紋性を付与できたも
のと考えられる。溶解性パラメータについても同様である。溶解性パラメータが１２以下
であることによって、極性の高いウレタン基を有する成分（Ａ）は、分子全体としては極
性の低い化合物であるということとなる。そしてこれにより、指紋跡を構成する脂質成分
へのなじみ性が高くなり、耐指紋性が向上することとなると考えられる。なお、水トレラ
ンスが６．０ｍｌ以下であることと溶解性パラメータを１２以下とすることはいずれも分
子全体として極性が低い性質を示すものである。一方で、本発明は上記理論によって全て
解明できるものではなく、水トレランスが６．０ｍｌ以下であること、溶解性パラメータ
が１２以下であること、ならびにウレタン基をもつことによる局部的に極性が高い構造を
有するという性質を、全て兼ね備えた成分（Ａ）を用いることによって、耐指紋性の向上
が達成されることとなる。そして本発明者は、上記事実を実験により見いだし、本発明を
完成するに至っている。
【００４２】
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　なお、本発明における成分（Ａ）のより好ましい例として、例えば下記式で示されるポ
リエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレートが挙げられる。
【００４３】
【化３】

［式中、Ｒ１は、ポリエーテル骨格を有するポリオール化合物（ａ）の両末端の水酸基を
除いた残基であり、Ｒ２はポリイソシアネート（ｂ）の両末端のイソシアネート基を除い
た残基であり、Ｒ３およびＲ４は、同一であっても異なってよい、水酸基含有（メタ）ア
クリレートモノマー（ｃ）の水酸基を除いた残基であり、およびｎは１～６０の整数であ
る。］
このポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）は、重量平均分子量が３
０００～５００００であるのがより好ましい。また上記ｎは１～６０の整数であるのがよ
り好ましく、１～３０の整数であるのがより好ましい。
【００４４】
光重合性多官能化合物（Ｂ）
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物はポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレー
ト（Ａ）を含有することを特徴としている。そして本発明の耐指紋性光硬化性組成物にお
いては、塗膜形成成分としてさらに光重合性多官能化合物（Ｂ）が含まれる。光重合性多
官能化合物（Ｂ）が含まれることによって、耐指紋性光硬化性組成物の光硬化性が向上し
、また得られるコーティング層の機械的強度（耐擦傷性など）が高まることとなる。光重
合性多官能化合物（Ｂ）は、一分子中に２以上の光重合性基を有する化合物である。光重
合性多官能化合物（Ｂ）として、分子中に２個以上の（メタ）アクリレート基を有する化
合物を用いることができる。光重合性多官能化合物（Ｂ）として、３個以上の（メタ）ア
クリレート基を有する化合物が好ましい。なお光重合性多官能化合物（Ｂ）として、２個
以上の（メタ）アクリレート基を有する化合物であれば、モノマーであってもオリゴマー
であってもよい。
【００４５】
　モノマーとしては、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコー
ルジ（メタ）アクリレートなどのアルキレングリコールジ（メタ）アクリレート；ジエチ
レングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート、ジプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（
メタ）アクリレートなどの低分子量ポリアルキレングリコールジ（メタ）アクリレートま
たはそのアルキレンオキシド変成体；トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート
、ペンタエリスリトールジまたはトリまたはテトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロ
ールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタまたはヘキサ
（メタ）アクリレートなどのポリオールポリ（メタ）アクリレートまたはそのアルキレン
オキサイド変成体；イソシアヌル酸アルキレンオキシド変成体のジまたはトリ（メタ）ア
クリレートなどが挙げられる。これら分子中に２個の（メタ）アクリレート基を有する化
合物と分子中に３個以上の（メタ）アクリレート基を有する化合物の混合割合を調整して
適用することで、得られるコーティング層の物性を調整することが可能である。光重合性
多官能化合物（Ｂ）中において、分子中に３個以上の（メタ）アクリレート基を有する化
合物の占める含有率は５０～１００％が好ましく、７０～１００％がより好ましい。分子
中に３個以上の（メタ）アクリレート基を有する光重合性多官能化合物（Ｂ）に占める含



(11) JP 2010-95707 A 2010.4.30

10

20

30

40

50

有率が５０％未満の場合、最終的に得られるフィルムの耐スチールウール性に代表される
傷つき防止性、耐溶剤性、ペン摺動性が低下する恐れがあり好ましくない。
【００４６】
　オリゴマーとしては、ポリエステル（メタ）アクリレート、エポキシ（メタ）アクリレ
ート、アクリル（メタ）アクリレートなどのオリゴマーが挙げられる。なお、光重合性多
官能化合物（Ｂ）として用いることができるこれらのオリゴマーは、重量平均分子量が３
００～５，０００であることが好ましく、５００～３，０００であることがより好ましい
。５，０００より大きいと高粘度になり、取り扱いが困難となる恐れがある。
【００４７】
　これらの光重合性多官能化合物（Ｂ）は、１種を単独で用いてもよく、また２種以上を
併用してもよい。
【００４８】
　光重合性多官能化合物（Ｂ）として、一分子中に３またはそれ以上の光重合性基（即ち
、（メタ）アクリレート基）を有するモノマーを少なくとも一部に用いるのが好ましい。
このようなモノマーを用いることによって、得られるコーティング層の機械的強度をより
高めることができる。好ましい光重合性多官能化合物（Ｂ）として、例えばペンタエリス
リトールトリアクリレート、トリメチロールプロパンEO変性トリアクリレート、ジペンタ
エリスリトールペンタアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレートなどが
挙げられる。
【００４９】
光重合開始剤（Ｃ）
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物は、光重合開始剤（Ｃ）を含むのが好ましい。光重合
開始剤（Ｃ）が存在することによって、紫外線などの活性エネルギー線照射に対する耐指
紋性光硬化性組成物の重合性が向上することとなる。光重合開始剤（Ｃ）の例として、例
えば、アルキルフェノン系光重合開始剤、アシルフォスフィンオキサイド系光重合開始剤
、チタノセン系光重合開始剤、オキシムエステル系重合開始剤などが挙げられる。アルキ
ルフェノン系光重合開始剤として、例えば２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタ
ン－１－オン、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケトン、２－ヒドロキシ－
２－メチル－１－フェニル－プロパン－１－オン、１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ
）－フェニル］－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン、２－ヒロドキ
シ－１－｛４－［４－（２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピオニル）－ベンジル］フェ
ニル｝－２－メチル－プロパン－１－オン、２－メチル－１－（４－メチルチオフェニル
）－２－モルフォリノプロパン－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（
４－モルフォリノフェニル）－ブタノン－１、２－（ジメチルアミノ）－２－［（４－メ
チルフェニル）メチル］－１－［４－（４－モルホリニル）フェニル］－１－ブタノンな
どが挙げられる。アシルフォスフィンオキサイド系光重合開始剤として、例えば２，４，
６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－フォスフィンオキサイド、ビス（２，４，６－
トリメチルベンゾイル）－フェニルフォスフィンオキサイドなどが挙げられる。チタノセ
ン系光重合開始剤として、例えば、ビス（η５－２，４－シクロペンタジエン－１－イル
）－ビス（２，６－ジフルオロ－３－（１Ｈ－ピロール－１－イル）－フェニル）チタニ
ウムなどが挙げられる。オキシムエステル系重合開始剤として、例えば、１．２－オクタ
ンジオン，１－［４－（フェニルチオ）－，２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム）］、エタノ
ン，１－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル
］－，１－（０－アセチルオキシム）、オキシフェニル酢酸、２－［２－オキソ－２－フ
ェニルアセトキシエトキシ］エチルエステル、２－（２－ヒドロキシエトキシ）エチルエ
ステルなどが挙げられる。さらには、ベンゾフェノン、２，４，６－トリメチルベンゾフ
ェノン、ベンゾイル安息香酸メチル、２，４－ジエチルチオキサントン、２－エチルアン
トラキノン、カンファーキノンなどの水素引き抜き型開始剤を用いることもできる。これ
らの光重合開始剤は、１種を単独で用いてもよく、また２種以上を併用してもよい。
【００５０】
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　上記光重合開始剤（Ｃ）のうち、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル－プロパ
ン－１－オン、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケトン、２－メチル－１－
（４－メチルチオフェニル）－２－モルフォリノプロパン－１－オン、２－ベンジル－２
－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタノン－１および２，２－ジ
メトキシ－１，２－ジフェニルエタン－１－オンなどがより好ましく用いられる。
【００５１】
ポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｄ）
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物は、必要に応じて、ポリエーテルまたはポリエーテル
（メタ）アクリレート（Ｄ）を含んでもよい。耐指紋性光硬化性組成物に、ポリエーテル
樹脂またはポリエーテル（メタ）アクリレートである成分（Ｄ）が含まれることによって
、耐指紋性能が向上するという利点がある。特に、成分（Ｄ）が含まれることによって、
より脂質とのなじみ性が改善され、指紋拭取り性がさらに向上するといった特異的な性能
が達成されることとなる。
【００５２】
　成分（Ｄ）としてのポリエーテルとして、炭素数３以上であるアルキレンオキシドを含
むポリエーテルジアルキルエーテル、ポリエーテルモノオールまたはポリエーテルポリオ
ールなどが挙げられる。「炭素数３以上であるアルキレンオキシド」として、例えば、－
Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－で示されるイソプロピレンオキシドを含むプロピレンオキ
シド、－Ｏ－（ＣＨ２）４－で示されるテトラメチレンオキシド、－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ（
ＣＨ２Ｃｌ）－で示される３－クロロプロピレンオキシド、など、炭素数３～４のアルキ
レンオキシドなどが挙げられる。この「炭素数３以上であるアルキレンオキシド（ｄ－１
）」はプロピレンオキシドであるのがより好ましく、イソプロピレンオキシドであるのが
さらに好ましい。ポリエーテルのアルキル基部分の炭素数が３に満たないアルキレンオキ
シド（ｄ－２）も使用することができるが、耐指紋性能は「炭素数３以上であるアルキレ
ンオキシド」が主として付与するので、炭素数３以上のアルキレンオキシドは成分（D）
の少なくとも一部を構成することが好ましい。
【００５３】
　ポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｄ）は、分子量が４００以上
であるのが好ましく、７００以上であるのがより好ましい。なおここでいう分子量は、Ｊ
ＩＳ　Ｋ　１５５７により算出した水酸基価の測定結果から算出することができる。
【００５４】
　ポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｄ）として、市販されている
ポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレートを用いてもよい。好ましく用いる
ことができるポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレートとして、例えば、キ
シダ化学（株）社製ポリプロピレンシリーズおよび新中村化学（株）社製ポリエーテルジ
アクリレートシリーズなどが挙げられる。
【００５５】
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物においては、各成分（Ａ）、（Ｂ）および（Ｄ）の量
は、
ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）０．５～４０重量％、
光重合性多官能化合物（Ｂ）３０～９９．５重量％、
ポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｄ）０～３０重量％、
であるのが好ましい。
　より詳しくは、成分（Ｄ）が含まれない場合は、
ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）０．５～４０重量％、より好
ましくは２～３５重量％
光重合性多官能化合物（Ｂ）３０～９９．５重量％、より好ましくは６５～９８重量％、
であるのがより好ましい。なお上記成分（Ａ）および（Ｂ）の総重量が１００重量％とな
ることを条件とする。
　また、成分（Ｄ）が含まれる場合は、
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ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）０．５～４０重量％、より好
ましくは２～３５重量％、
光重合性多官能化合物（Ｂ）３０～９７重量％、より好ましくは４５～９５重量％、
ポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｄ）１～３０重量％、より好ま
しくは２～２０重量％、
であるのがより好ましい。なお上記成分（Ａ）、（Ｂ）および（Ｄ）の総重量が１００重
量％となることを条件とする。さらに配合される成分（Ｄ）が炭素数３以上であるアルキ
レンオキシド（ｄ－１）と炭素数３未満のアルキレンオキシド（ｄ－２）を併せ持つ場合
、当該成分（Ｄ）に含まれる（ｄ－１）と（ｄ－２）の合計のうち、２５質量％以上は（
ｄ－１）であることが好ましい。（ｄ－１）の構成比率が上記の好ましい下限を下回ると
、得られるハードコート層の耐指紋性が低下する場合があり、好ましくない。またこの場
合、成分（Ｄ）に含まれる（ｄ－１）の上記比率の上限は１００質量％である。
【００５６】
　また配合される成分（Ｄ）が、（ｄ－１）由来のポリエーテルまたはポリエーテル（メ
タ）アクリレート（Ｄ－１）と（ｄ－２）由来のポリエーテルまたはポリエーテル（メタ
）アクリレート（Ｄ－２）の混合物である場合、（Ｄ－１）と（Ｄ－２）の合計のうち、
１０質量％以上は（Ｄ－１）であることが好ましい。（Ｄ－１）の配合比率が上記の好ま
しい下限を下回ると、得られるハードコート層の耐指紋性が低下する場合があり、好まし
くない。またこの場合、成分（Ｄ）に含まれる（Ｄ－１）の上記比率の上限は１００質量
％である。
【００５７】
　ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）の量が上記範囲より少ない
場合は、得られる耐指紋性コーティング層の耐指紋性の低下や耐屈曲性またはカール性な
どが劣ることとなるおそれがある。またポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレ
ート（Ａ）の量が上記範囲を超える場合は、耐スチールウール性または耐溶剤性などが低
下するおそれがある。光重合性多官能化合物（Ｂ）の量が３０重量％より少ない場合は、
耐擦傷性、表面の膜硬度などの物理的強度が劣ることとなるおそれがある。
　また光重合開始剤（Ｃ）は、成分（Ａ）、（Ｂ）および（Ｄ）の総重量１００重量部に
対して０．１～２０重量部含むのが好ましい。光重合開始剤（Ｃ）の量が上記範囲を外れ
る場合は、光硬化性が不十分となり、物理的強度が劣ることとなるおそれがある。
【００５８】
他の成分
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物は、必要に応じて、エチレン性不飽和基を１個有する
化合物を配合することもできる。このような化合物を含めることによって、得られるコー
ティング液の粘度、得られるコーティング層の密着性、硬度、および柔軟性を調整するこ
とができる。エチレン性不飽和基を１個有する化合物としては、シクロヘキシル（メタ）
アクリレート、イソボロニル（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）ア
クリレートなどの環状構造を有する（メタ）アクリレート化合物；２－ヒドロキシエチル
（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレートなどのヒドロキシ
アルキル（メタ）アクリレート；フェノキシエチル（メタ）アクリレートなどのフェノー
ルのアルコキシオキシド付加物の（メタ）アクリレート化合物；エチレングリコールモノ
（メタ）アクリレート、メトキシエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート、テトラ
エチレングリコールモノ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールモノ（メタ）
アクリレーとなどのグリコールのモノ（メタ）アクリレート；Ｎ－ビニルピドリロン、Ｎ
－ビニルカプロラクタムなどのビニル化合物などが挙げられる。
【００５９】
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物は、必要に応じて無機粒子または有機粒子などの充填
剤を含んでもよい。無機粒子または有機粒子を含むことによって、コーティング層の耐擦
傷性および表面の膜硬度をさらに向上させたり、防眩性を付与することができる。これら
の無機粒子または無機粒子は、平均粒径５ｎｍ～数μｍ程のものであるのがより好ましい
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。用いることができる無機粒子として、例えば、金属または金属の酸化物の微粒子を挙げ
ることができる。金属としては、例えば、Ｓｉ、Ｔｉ、Ａｌ、Ｚｎ、Ｚｒ、Ｉｎ、Ｓｎ、
Ｓｂなどが挙げられる。具体的な無機粒子として、例えばシリカ、アルミナ、ジルコニア
、チタニアなどが挙げられる。さらに、これらの無機粒子は、粒子表面をＵＶ硬化可能な
官能基、例えばアクリレート基で変性処理してあることがより好ましい。また、用いるこ
とができる有機粒子として、例えば、アクリル、ポリエステルなどの有機粒子が挙げられ
る。
【００６０】
　なお、無機粒子または有機粒子を用いる場合は、耐指紋性光硬化性組成物の固形分重量
に対して０．１～５０重量％ほど用いるのが好ましい。無機粒子または有機粒子の含有量
が５０重量％を超える場合は、得られるコーティング層の膜強度が弱くなるおそれがある
。
【００６１】
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物はさらに、必要に応じて、希釈溶媒としての有機溶媒
を含んでもよい。このような有機溶媒として、例えば、用いられる溶媒の具体例としては
、例えば、トルエン、キシレンなどの芳香族系溶媒；ヘキサン、ヘプタン、オクタン、ミ
ネラルスピリットなどの脂肪族系溶媒；メチルエチルケトン、アセトン、メチルイソブチ
ルケトン、シクロヘキサノンなどのケトン系溶媒；ジエチルエーテル、イソプロピルエー
テル、テトラヒドロフラン、ジオキサン、エチレングリコールジメチルエーテル、エチレ
ングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレング
リコールジエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、アニソール、フ
ェネトールなどのエーテル系溶媒；酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸イソプロピル、エチレ
ングリコールジアセテートなどのエステル系溶媒；ジメチルホルムアミド、ジエチルホル
ムアミド、ジメチルスルホキシド、Ｎ－メチルピロリドンなどのアミド系溶媒；メチルセ
ロソルブ、エチルセロソルブ、ブチルセロソルブなどのセロソルブ系溶媒；プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセ
テートなどのエーテルエステル系溶媒；メタノール、エタノール、プロパノールなどのア
ルコール系溶媒；ジクロロメタン、ジクロロエタン、クロロホルムなどのハロゲン系溶媒
；などが挙げられる。これらの溶媒は単独で用いてもよく、また混合して用いてもよい。
【００６２】
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物はさらに、必要に応じて、光重合開始助剤、帯電防止
剤、重合禁止剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤、消泡剤、レベリング剤、顔料な
どの通常用いられる添加剤を含んでもよい。例えば、好ましく用いることができる光重合
開始助剤として、４－ジメチルアミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソ
アミル、ジブチルエタノールアミン、メチルジエタノールアミンなどが挙げられる。
【００６３】
耐指紋性光硬化性組成物
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物は、ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレ
ート（Ａ）、光重合性多官能化合物（Ｂ）および光重合開始剤（Ｃ）、そして必要に応じ
たポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｄ）を含有する。そして本発
明の耐指紋性光硬化性組成物を用いることによって、単層であっても耐指紋性に非常に優
れ、かつ耐擦傷性、表面の膜硬度および耐指紋性耐久性にも優れたコーティング層を、形
成することができる。
【００６４】
　また、本発明の耐指紋性光硬化性組成物は光硬化性である。そのため、コーティング層
を形成する際に、加熱重合させる必要がないという利点を有する。光学表示装置の中には
、例えば樹脂フィルムなど耐熱性が低い部材を含んでいるものも多く含まれる。本発明の
耐指紋性光硬化性組成物は、そのような耐熱性が低い部材を含む光学表示装置そして樹脂
フィルムに対しても、良好にコーティング層を形成することができるという利点を有する
。
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【００６５】
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物は、上記成分を混合することによって調製することが
できる。また、組成物の調製時に、必要に応じて、希釈に用いることができる有機溶媒を
用いてもよい。なお、本発明の耐指紋性光硬化性組成物は、希釈して用いてもよく、また
希釈することなく用いてもよい。
【００６６】
　耐指紋性光硬化性組成物の調製方法としては、例えば、上記ポリエーテル骨格含有ウレ
タン（メタ）アクリレート（Ａ）、光重合性多官能化合物（Ｂ）および光重合開始剤（Ｃ
）、そして必要に応じたポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｄ）お
よび添加剤、有機溶媒などを混合することによって、調製することができる。
【００６７】
　なお本発明の耐指紋性光硬化性組成物は、シリコーン系添加剤およびフッ素系添加剤い
ずれも含まないのが好ましい。これらの添加剤は、得られるコーティング層の撥水性およ
び撥油性を向上させ防汚性を向上させる作用がある一方、この撥水性および撥油性の向上
によりコーティング層に付着した油脂成分をはじいてしまい、かえって汚れが目立ってし
まうおそれがあるからである。
【００６８】
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物を用いることにより、耐指紋性フィルムを容易に調製
することができる。この耐指紋性フィルムは、透明基材とコーティング層とを有する。こ
のコーティング層は、上記の耐指紋性光硬化性組成物から形成される層であり、この層の
存在によって耐指紋性が発揮されることとなる。
【００６９】
　耐指紋性フィルムの調製に用いられる透明基材としては、各種透明プラスチックフィル
ム、例えばトリアセチルセルロース（ＴＡＣ）フィルム、ポリエチレンテレフタレート（
ＰＥＴ）フィルム、ジアセチルセルロースフィルム、アセテートブチレートセルロースフ
ィルム、ポリエーテルサルホンフィルム、ポリアクリル系樹脂フィルム、ポリウレタン系
樹脂フィルム、ポリエステルフィルム、ポリカーボネートフィルム、ポリスルホンフィル
ム、ポリエーテルフィルム、ポリメチルペンテンフィルム、ポリエーテルケトンフィルム
、（メタ）アクリルニトリルフィルムなどが使用できる。透明基材として、ポリエチレン
テレフタレートを使用するのが好ましい。なお、透明基材の厚さは、用途に応じて適時選
択することができるが、一般に２５～１０００μｍ程で用いられる。
【００７０】
　耐指紋性を有するコーティング層は、透明基材上に、上記の耐指紋性光硬化性組成物を
塗装することにより形成される。耐指紋性光硬化性組成物の塗装方法は、耐指紋性光硬化
性組成物および塗装工程の状況に応じて適時選択することができ、例えばディップコート
法、エアーナイフコート法、カーテンコート法、ローラーコート法、ワイヤーバーコート
法、グラビアコート法やエクストルージョンコート法（この方法は米国特許２６８１２９
４号明細書に記載される公知の方法である。）などにより塗装することができる。
【００７１】
　透明基材上に塗装された耐指紋性光硬化性組成物は、次いで活性エネルギー線の照射に
曝されることによって硬化し、これにより耐指紋性のコーティング層が形成される。なお
本明細書において「光硬化性」という用語は広義の意味で用いられており、遠紫外線、紫
外線、近紫外線、赤外線などの光線に加えて、Ｘ線、γ線などの電磁波、電子線、プロト
ン線、中性子線などの活性エネルギー線を照射することによって硬化する性質を意味する
。この中でも、硬化速度、照射装置の入手のし易さ、価格などの面から、紫外線照射によ
る硬化が有利である。紫外線硬化させる方法としては、２００～５００ｎｍ波長域の光を
発する高圧水銀ランプ、メタルハライドランプ、キセノンランプ、ケミカルランプ等を用
いて、１００～３０００ｍＪ／ｃｍ２ほど照射する方法などが挙げられる。
【００７２】
　また、本発明の耐指紋性光硬化性組成物を、光学表示装置の表面上に塗装することによ
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って、光学表示装置の表面上にコーティング層を形成することができる。本発明の耐指紋
性光硬化性組成物を用いてコーティング層を設けることができる光学表示装置として、タ
ッチパネルディスプレイ、液晶表示ディスプレイ、発光ダイオードディスプレイ、エレク
トロルミネセンスディスプレイ、蛍光ディスプレイ、プラズマディスプレイパネルなどが
挙げられる。これらの光学表示装置の表面に用いられる各種透明プラスチックフィルム、
透明プラスチック板およびガラスなどに、本発明の耐指紋性光硬化性組成物を塗布するこ
とによって、光学表示装置の表面上にコーティング層を形成することができる。
【００７３】
　さらに本発明の耐指紋性光硬化性組成物を、金属メッキ加工または金属メッキ加工がな
されたような塗装によって鏡面仕上げが施された物品の表面上に塗装することによって、
これらの物品の表面上に耐指紋性のコーティング層を形成することができる。鏡面仕上げ
が施された物品として、例えば、携帯情報端末、家庭用電気製品、家具、室内調度品また
は化粧品のケースなどが挙げられる。これらの鏡面仕上げが施された物品の表面上に、耐
指紋性のコーティング層を設けることによって、指紋跡の付着を防ぐことができる。
【００７４】
　耐指紋性光硬化性組成物の塗装方法としては、例えば、スピンコート法、ディップコー
ト法、グラビアコート法、スプレー法、ローラー法、はけ塗り法などが挙げられる。そし
て塗装する光学表示装置の種類に応じて、適した塗装方法を選択することができる。耐指
紋性光硬化性組成物の塗装において、得られるコーティング層の厚さが０．１～２０μｍ
となるように塗装するのが好ましい。こうして塗装された耐指紋性光硬化性組成物は、上
記と同様に活性エネルギー線の照射に曝されることによって硬化し、これにより耐指紋性
のコーティング層が形成される。
【実施例】
【００７５】
　以下の実施例により本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されな
い。実施例中、「部」および「％」は、ことわりのない限り、重量基準による。
【００７６】
製造例１　両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有する、ポリエ
ーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ１）の調製
　イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）６６６重量部、ポリプロピレングリコール（
ポリプロピレングリコール１０００、キシダ化学（株）社製）２０００重量部、ペンタエ
リスリトールトリアクリレートおよびペンタエリスリトールテトラアクリレートの混合物
（混合重量比６０：４０）９００重量部を、反応容器に加え、さらに触媒としてジブチル
スズジラウレートを１０００ｐｐｍ、重合禁止剤としてハイドロキノンを１０００ｐｐｍ
、および溶媒としてメチルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ、固形分が４０％となる量で用い
た。）を加えて、空気を吹き込みながら８０℃で３時間混合した。
【００７７】
　こうして、両末端にアクリレート基を有する、ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）
アクリレート（Ａ１）を得た。得られたポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレ
ートのＳＰ値および水トレランス値を測定したところ、ＳＰ値１０．８および水トレラン
ス値３．５であった。また重量平均分子量は７０００であった。なお重量平均分子量はＧ
ＰＣ測定によるポリスチレン換算値で表した。
【００７８】
製造例２　両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有する、ポリエ
ーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ２）の調製
　イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）４４重量部、ポリプロピレングリコール（ポ
リプロピレングリコール４０００、キシダ化学（株）社製）８００重量部、ペンタエリス
リトールトリアクリレートおよびペンタエリスリトールテトラアクリレートの混合物（混
合重量比６０：４０）９０重量部を、反応容器に加え、さらに触媒としてジブチルスズジ
ラウレートを１０００ｐｐｍ、重合禁止剤としてハイドロキノンを１０００ｐｐｍ、およ
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び溶媒としてメチルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ、固形分が４０％となる量で用いた。）
を加えて、空気を吹き込みながら８０℃で３時間攪拌反応させた。
【００７９】
　こうして、両末端にアクリレート基を有する、ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）
アクリレート（Ａ２）を得た。得られたポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレ
ートのＳＰ値および水トレランス値を測定したところ、ＳＰ値１０．７および水トレラン
ス値３．７であった。また重量平均分子量は９０００であった。なお重量平均分子量はＧ
ＰＣ測定によるポリスチレン換算値で表した。
【００８０】
製造例３　両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有する、ポリエ
ーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ３）の調製
　イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）４４重量部、ポリプロピレングリコール（ポ
リプロピレングリコール２０００、キシダ化学（株）社製）４００重量部、ペンタエリス
リトールトリアクリレートおよびペンタエリスリトールテトラアクリレートの混合物（混
合重量比６０：４０）９０重量部を、反応容器に加え、さらに触媒としてジブチルスズジ
ラウレートを１０００ｐｐｍ、重合禁止剤としてハイドロキノンを１０００ｐｐｍ、およ
び溶媒としてメチルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ、固形分が４０％となる量で用いた。）
を加えて、空気を吹き込みながら８０℃で３時間攪拌反応させた。
【００８１】
　こうして、両末端にアクリレート基を有する、ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）
アクリレート（Ａ３）を得た。得られたポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレ
ートのＳＰ値および水トレランス値を測定したところ、ＳＰ値１１．１および水トレラン
ス値４．８であった。また重量平均分子量は８０００であった。なお重量平均分子量はＧ
ＰＣ測定によるポリスチレン換算値で表した。
【００８２】
製造例４　両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリレート基を有する、ポリエ
ーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ４）の調製
　イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）４４重量部、ポリプロピレングリコール（Pl
uronic PE3100、BASFジャパン（株）社製）２００重量部、ペンタエリスリトールトリア
クリレートおよびペンタエリスリトールテトラアクリレートの混合物（混合重量比６０：
４０）９０重量部を、反応容器に加え、さらに触媒としてジブチルスズジラウレートを１
０００ｐｐｍ、重合禁止剤としてハイドロキノンを１０００ｐｐｍ、および溶媒としてメ
チルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ、固形分が４０％となる量で用いた。）を加えて、空気
を吹き込みながら８０℃で３時間攪拌反応させた。
【００８３】
　こうして、両末端にアクリレート基を有する、ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）
アクリレート（Ａ４）を得た。得られたポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレ
ートのＳＰ値および水トレランス値を測定したところ、ＳＰ値１１．７および水トレラン
ス値５．６であった。また重量平均分子量は７０００であった。なお重量平均分子量はＧ
ＰＣ測定によるポリスチレン換算値で表した。
【００８４】
比較製造例１　ウレタンアクリレート（１）の調製
　イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）２２２重量部、ポリプロピレングリコール（
ポリプロピレングリコール１０００、キシダ化学（株）社製）１０００重量部、ペンタエ
リスリトールトリアクリレートおよびペンタエリスリトールテトラアクリレートの混合物
（混合重量比６０：４０）４５０重量部を、反応容器に加え、さらに触媒としてジブチル
スズジラウレートを１０００ｐｐｍ、重合禁止剤としてハイドロキノンを１０００ｐｐｍ
、および溶媒としてメチルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ、固形分が４０％となる量で用い
た。）を加えて、空気を吹き込みながら８０℃で３時間混合して、ウレタンアクリレート
（１）を得た。
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【００８５】
　得られたウレタンアクリレートは、片方の末端にアクリレート基を有するものであった
。また得られたウレタンアクリレートのＳＰ値および水トレランス値を測定したところ、
ＳＰ値１１．２および水トレランス値５．２であった。また重量平均分子量は３０００で
あった。なお重量平均分子量はＧＰＣ測定によるポリスチレン換算値で表した。
【００８６】
比較製造例２　ウレタン化合物の調製
　イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）２２２重量部、ポリプロピレングリコール（
ポリプロピレングリコール１０００、キシダ化学（株）社製）２０００重量部を、反応容
器に加え、さらに触媒としてジブチルスズジラウレートを１０００ｐｐｍ、重合禁止剤と
してハイドロキノンを１０００ｐｐｍ、および溶媒としてメチルイソブチルケトン（ＭＩ
ＢＫ、固形分が４０％となる量で用いた。）を加えて、空気を吹き込みながら８０℃で３
時間混合して、ウレタン化合物を得た。
【００８７】
　また得られたウレタン化合物のＳＰ値および水トレランス値を測定したところ、ＳＰ値
１１．０および水トレランス値４．７であった。また重量平均分子量は６０００であった
。なお重量平均分子量はＧＰＣ測定によるポリスチレン換算値で表した。
【００８８】
実施例１　耐指紋性光硬化性組成物の調製
　製造例１により得られたポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート　２０重
量部、アロニックスＭ３０５（ペンタエリスリトールトリアクリレートおよびペンタエリ
スリトールテトラアクリレートの混合物（混合重量比約６０：４０）　８０重量部および
イルガキュア１８４Ｄ（１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケトン）　３重量
部を混合し、そしてＭＩＢＫを溶媒として不揮発分率が４０重量％となるように調整し、
耐指紋性光硬化性組成物を得た。
【００８９】
　得られた組成物を、ＰＥＴフィルム（厚さ１００μｍ）上にバーコーター（Ｎｏ．１２
）にて、乾燥膜厚が５μｍとなるようにバーコート塗装し、８０℃で１分間加熱して溶媒
を除去乾燥した。その後、高圧水銀灯（１２０Ｗ／ｃｍ）で紫外線を３００ｍＪ／ｃｍ２

の工ネルギーとなるように露光し、硬化させることにより、コーティング層を形成し、耐
指紋性フィルムを得た。
【００９０】
実施例２～１７　耐指紋性光硬化性組成物の調製
　表１～３に示される原料を表１～３で示される重量部で用いたこと以外は、実施例１と
同様にして、耐指紋性光硬化性組成物を得た。また実施例１と同様にしてコーティング層
を形成し、耐指紋性フィルムを得た。なお実施例５のみ、乾燥膜厚が３μｍとなるように
塗装した。
【００９１】
比較例１～１４　光硬化性組成物の調製
　表４～５に示される原料を表４～５で示される重量部で用いたこと以外は、実施例１と
同様にして、耐指紋性光硬化性組成物を得た。また実施例１と同様にしてコーティング層
を形成し、耐指紋性フィルムを得た。
【００９２】
　得られたコーティング層を有するサンプルの評価を下記記載のように行なった。なお、
これらの評価方法により得られた結果を下記表に示す。
【００９３】
耐指紋性評価（オレイン酸拭き取り評価）
　得られたサンプルのコーティング層上に、オレイン酸を１滴垂らした。次いでクリーン
ワイパーを用いて１０往復回数拭き取った。評価試験前および評価試験後のサンプルのヘ
イズを上記に従い測定し、△ヘイズ値を求めた。得られた△ヘイズ値の値に従って、下記
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基準によって耐指紋性評価を行った。
　５点：△ヘイズが０．５未満
　４点：△ヘイズが０．５以上、１．０未満
　３点：△ヘイズが１．０以上、３．０未満
　２点：△ヘイズが３．０以上、５．０未満
　１点：△ヘイズが５．０以上
【００９４】
　なおヘイズ値は、次のようにして測定した。ヘイズメーター（スガ試験機社製）を用い
て、サンプルの拡散透光率（Ｔｄ（％））および上記全光線透過率（Ｔｔ(％)）を測定し
、ヘイズ値を算出した。なお、表中に示される全光線透過率（％）およびヘイズ（％）は
、いずれも、コーティング層の調製に基材として用いられた厚さ１００μｍのＰＥＴフィ
ルム部分を介在して測定された値である。
【００９５】
【数４】

【００９６】
Ｈ：ヘイズ（曇価）（％）
Ｔｄ：拡散透光率（％）
Ｔｔ：全光線透過率（％）
【００９７】
耐スチールウール性の評価
　得られたサンプルのコーティング層上において、＃００００のスチールウールを、５０
０ｇ／ｃｍｓの荷重下にて、１００往復させた。その後、評価試験後の硬化膜表面の目視
評価をおこない、下記基準によって耐スチールウール性評価を行った。
　◎：キズほぼなし
　○：キズ２本以下
　△：キズ３本以上、１０本以下
　×：キズ１１本以上
【００９８】
耐溶剤性の評価
　硬化膜表面上を、ＭＥＫ（メチルエチルケトン）を含浸させた綿棒で１００往復回数軽
く擦りつけ、試験後の塗膜表面の状態を目視にて以下のように評価した。
　○：痕跡なし
　△：わずかに痕跡有り
　×：白化
【００９９】
ペン摺動性の評価
　ポリアセタール製のペン（先端の形状：０．８ｍｍＲ）に２００ｇの荷重をかけ、４万
回（往復２万回）の直線摺動試験を硬化膜表面上でおこなった。この時の摺動距離は３０
ｍｍ、摺動速度は３００ｍｍ／秒とした。この摺動耐久性試験後に、摺動部を目視によっ
て観察した。
　○：ほぼ痕跡なし
　△：わずかに痕跡有り
　×：白化
【０１００】
耐屈曲性の評価
　硬化塗膜フィルムを、ＪＩＳ Ｋ ５６００に準じて円筒形マンドレル法にて測定した。
塗膜にクラックが入らなかった円筒の最小直径から以下のように評価した。
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　○：直径１３ｍｍ未満
　△：直径１３以上～１８ｍｍ未満
　×：直径１８ｍｍ以上
【０１０１】
カール性の評価
　硬化塗膜フィルムを１０ｃｍ角の正方形に切り取り、静置時の４角の浮き上がり量の平
均値（ｍｍ）で評価した。
　○：１０ｍｍ未満
　△：１０ｍｍ以上、３０ｍｍ未満
　×：３０ｍｍ以上
【０１０２】
　上記実施例１～１６および比較例１～１４の配合および評価結果を下記表にまとめて示
す。なお表中の記号は下記内容を示すものである。
・ＵＶ－６１００Ｂ：日本合成化学（株）社製、両末端それぞれに少なくとも１つの（メ
タ）アクリレート基を有するポリエーテル骨格含有ウレタンアクリレート、重量平均分子
量５０００
・ＵＶ－３７００Ｂ：日本合成化学（株）社製、両末端それぞれに少なくとも１つの（メ
タ）アクリレート基を有するポリエーテル骨格含有ウレタンアクリレート、重量平均分子
量４１０００
・ＵＡ－４７：東邦化学（株）社製、両末端それぞれに少なくとも１つの（メタ）アクリ
レート基を有するポリエーテル骨格含有ウレタンアクリレート、重量平均分子量２０００
・Ｕ－３２４Ａ：新中村化学（株）社製、ウレタンアクリレート
・ＤＰＨＡ－４０Ｈ：日本化薬（株）社製、ウレタンアクリレート
・アロニックスＭ３０５：東亞合成（株）社製、ペンタエリスリトールトリアクリレート
およびペンタエリスリトールテトラアクリレートの混合物（混合重量比約６０：４０）
・アロニックスＭ３０９：東亞合成（株）社製、トリメチロールプロパントリアクリレー
ト
・アロニックスＭ３５０：東亞合成（株）社製、トリメチロールプロパン３ＥＯ変性トリ
アクリレート
・アロニックスＭ４５０：東亞合成（株）社製、ペンタエリスリトールテトラアクリレー
ト
・イルガキュア１８４Ｄ：１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケトン
・イルガキュア９０７：２－メチル－１［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モリフォ
リノプロパン－１－オン
・ポリプロピレングリコール４００：キシダ化学（株）社製、ポリプロピレングリコール
、平均分子量４００
・ポリプロピレングリコール７００：キシダ化学（株）社製、ポリプロピレングリコール
、平均分子量７００
・ポリプロピレングリコール１０００：キシダ化学（株）社製、ポリプロピレングリコー
ル、平均分子量１０００
・ＰＥ－３１００：Pluronic PE3100、BASFジャパン（株）社製、ポリプロピレングリコ
ール９０％、ポリエチレングリコール１０％のブロックポリマー、分子量１０００
・ＰＥ－６１：三洋化成工業（株）社製、ポリプロピレングリコール８６％、ポリエチレ
ングリコール１４％のブロックポリマー、分子量２０００
・ＡＰＧ－７００：新中村化学（株）社製、ポリエーテルジアクリレート
・ＵＸ－５０００：日本化薬（株）社製、ポリエステルアクリレート
・ＵＸ－５００１Ｔ：日本化薬（株）社製、ポリエステルアクリレート
・エポキシエステル７０ＰＡ：共栄社化学（株）社製、エポキシアクリレート
・エポキシエステル８０ＭＦＡ：共栄社化学（株）社製、エポキシアクリレート
・ＢＹＫ３２０：ビッグケミージャパン（株）社製、シリコン系表面調整剤
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【０１０３】
【表１】

【０１０４】
【表２】

【０１０５】
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【表４】

【０１０７】
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【表５】

＊上記表中、比較製造例１のウレタンアクリレート（１）は、片方の末端にのみアクレー
ト基を有するものであり、比較製造例２は、末端にアクリレート基を有しないウレタン化
合物である。
【０１０８】
　上記表に示されるように、実施例の耐指紋性光硬化性組成物により得られた耐指紋性フ
ィルムはいずれも、耐指紋性、耐スチールウール性、耐溶剤性、ペン摺動性、耐屈曲性、
カール性の何れも優れるものであることが確認できた。
　比較例１は、片方の末端にアクリレート基を有するウレタンアクリレートを用いた実験
例である。この場合は、耐指紋性は優れる一方で、耐スチールウール性および耐溶剤性な
どが劣るものであった。
　比較例２は、末端にアクリレート基を有さないウレタン化合物を用いた実験例である。
この場合は、耐指紋性は優れる一方で、耐スチールウール性および耐溶剤性などが大きく
劣るものである。
　比較例３～４は、ＳＰ値または水トレランス値が、本発明の範囲外であるウレタンアク
リレートを用いた実験例である。この場合は、耐指紋性が劣ることが確認された。
　比較例５および６は、ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）の代
わりにポリエーテルまたはポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｄ）を用いた実験例であ
る。この場合は、耐スチールウール性およびペン摺動性が劣ることが確認された。
　比較例７および８は、ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）の代
わりにポリエステルアクリレートを用いた実験例である。この場合は、耐指紋性が発現し
ないことが確認された。
　比較例９および１０は、ポリエーテル骨格含有ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）の
代わりにエポキシアクリレートを用いた実験例である。この場合もまた、耐指紋性が発現
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　比較例１１～１４は、光重合性多官能化合物（Ｂ）のみで調製した実験例である。この
場合もまた、耐指紋性が発現しないことが確認された。
【産業上の利用可能性】
【０１０９】
　本発明の耐指紋性光硬化性組成物を用いることによって、光学表示装置などの表面に、
優れた耐指紋性を有するコーティング層を、より簡便に設けることができる。本発明の耐
指紋性光硬化性組成物により得られるコーティング層は、透明性にも優れており、光学表
示装置などの表面における使用に非常に適している。本発明の耐指紋性光硬化性組成物に
より得られるコーティング層は、さらに、優れた耐擦傷性および表面の膜硬度を有する。
さらに本発明の耐指紋性光硬化性組成物は光硬化性であるため、このような優れた性能を
有するコーティング層を、光学表示装置の表面上により簡便に形成できる。本発明の耐指
紋性光硬化性組成物を用いることによって、生産効率および製造コストに優れたコーティ
ング層を形成することができるという産業上の利点を有する。さらにこのコーティング層
は、耐指紋性を長期間維持させることができ、耐指紋性耐久性にも優れている。
【図面の簡単な説明】
【０１１０】
【図１】本発明の耐指紋性フィルムの断面該略図である。
【符号の説明】
【０１１１】
　１…耐指紋性フィルム、３…コーティング層、５…透明基材。

【図１】
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